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昭和38年より姉妹島交流を続けているハ
ワイ・カウアイ島に、９月23日から町民な
ど26名が親善の訪問を行いました。一行は
ブライアン・バプティスト、カウアイ市長
の表敬訪問や、カウアイ日本文化協会主催
の「第20回日本文化祭」に参加し交流を深
めました。
文化祭では、日系人などカウアイ市民多
数が集まり、舞踊、茶道、華道、盆踊りな
どでにぎわいました。また町側からは特産
品等のサービスや、フラダンス、日本舞踊
の披露などで祭りを盛り上げました。

カ
ウ
ア
イ
市
長
室
で

（
左
か
ら
新
山
議
長
、

市
長
、
椎
木
助
役
）

大
島
フ
ラ
ダ
ン
ス

教
室
の
皆
さ
ん

平
成
十
六
年
十
月
一
日
、
久
賀
町
、
大
島
町
、
東
和
町
及
び
橘
町
が
合
併
し
て
、
新
し
く

周
防
大
島
町
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
一
周
年
を
迎
え
周
防
大
島
町
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
像
で
あ
る
「
元
気
・
に
こ
に
こ
・
安
心
で
　
二
十
一
世
紀
に
は
ば
た
く
先
進
の
島
」

に
向
け
て
の
歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
新
町
で
は
こ
の
一
年
間
、
極
め
て
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
や
三
位
一
体
の
改
革
を
は
じ
め
国
と
地
方
の
関
係
な
ど
、
様
々
な
仕
組
み
や
制
度
が

大
き
く
変
革
す
る
中
で
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
合
併
の
混
乱
か
ら
一
日
も
早
く
脱
却
し
、
健
全
な
行
財
政
基
盤
の
確
立
、

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
立
を
目
指
し
、
広
く
住

民
の
方
々
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
、
ま
た
行
政
内
部
の
推
進
組
織

と
い
た
し
ま
し
て
行
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置
し
、
現
在
、
同
委
員
会
へ
周
防
大
島
町
行
政

改
革
大
綱
の
素
案
を
諮
問
い
た
し
、
答
申
へ
向
け
て
ご
検
討
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
新
町
で
は
自
立
と
責
任
の
も
と
、
町
政
運
営
の
戦
略
的
基
本
方
針
で
あ
り
ま
す
周
防
大
島

町
総
合
計
画
を
、
合
併
時
の
新
町
建
設
計
画
や
旧
四
町
の
総
合
計
画
を
踏
ま
え
策
定
中
で
あ

り
ま
す
。

合
併
後
一
年
を
経
過
し
、
い
よ
い
よ
新
町
の
町
政
運
営
の
資
質
が
問
わ
れ
る
時
期
に
な
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
生
き
残
り
を
賭

け
た
戦
略
と
し
て
の
合
併
効
果
を
早
期
に
発
揮
で
き
ま
す
よ
う
、
全
職
員
が
緊
張
感
を
持
っ

て
取
り
組
み
、
住
民
の
皆
様
か
ら
真
に
信
頼
を
い
た
だ
け
る
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
「
町
民
こ
そ
町
づ
く
り
の
主
人
公
」
と
の
理
念
を
基
本
に
、
町
民
の
皆
様
と
の
協
働

に
よ
る
安
心
で
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
の
周
防
大
島
町
に
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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学
校
教
育
の
現
状

本
町
の
14
小
学
校
と
９
中
学

校
で
は
、
教
職
員
、
保
護
者
、

地
域
の
方
の
熱
意
で
特
色
あ
る

教
育
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
小
学
校
の
10
校
が
複
式

校
で
あ
り
、
内
５
校
は
完
全
複

式
校
、
中
学
校
で
は
、
１
学
年

が
10
人
に
満
た
な
い
30
人
以
下

の
学
校
が
５
校
あ
り
ま
す
。
各

学
校
に
お
い
て
は
、
授
業
、
部

活
動
、
学
校
行
事
、
そ
の
他
生

徒
が
委
員
会
活
動
を
行
う
に
は

少
人
数
化
が
進
み
過
ぎ
て
い
る

現
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

５
年
後
に
は
、
中
学
校
で
１

学
年
平
均
４
人
以
下
の
学
級
を

２
ク
ラ
ス
も
つ
学
校
が
３
校
生

ま
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

児
童
生
徒
の
学
力
や
社
会
性
等

を
育
て
る
こ
と
が
気
遣
わ
れ
る

状
態
を
迎
え
ま
す
。

統
合
を
進
め
る
理
由

教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
統

合
に
よ
り
児
童
生
徒
数
の
増
加

に
よ
る
自
主
性
や
個
性
の
伸

長
、
お
互
い
が
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
で
社
会
の
進
展
に
対
応
で

き
る
学
力
の
維
持
、
社
会
性
の

伸
長
を
め
ざ
し
て
児
童
生
徒
数

の
適
正
規
模
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
長
期
的
な
広
い

視
野
を
も
っ
て
本
町
教
育
の
骨

格
づ
く
り
、
学
校
配
置
を
進
め

ま
す
。

統
合
の
基
本
原
則

１
　
児
童
生
徒
を
第
一
義
と
し

た
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図

る
。

２
　
全
校
を
統
合
の
対
象
と
す

る
。
ま
ず
、
中
学
校
か
ら
統

合
を
進
め
る
。

３
　
通
学
の
利
便
性
を
保
証
し

た
統
合
を
行
う
。

４
　
校
舎
の
耐
震
診
断
を
考
慮

し
た
検
討
を
行
う
。

５
　
統
合
の
期
限
や
手
順
を
決

め
て
統
合
を
進
め
る
。

統
合
の
目
標

施
設
、
設
備
等
を
整
え
て
統

合
を
行
い
ま
す
の
で
、
中
学
校

は
、
平
成
19
年
４
月
１
日
を
一

応
の
目
安
と
し
て
、小
学
校
は
、

平
成
21
年
４
月
１
日
を
考
え
て

い
ま
す
。

中
学
校
統
合
後
の
学
校
数

町
内
を
東
西
に
分
け
て
の
２

校
案
や
旧
町
単
位
の
４
校
案
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

統
合
の
推
進
体
制

１
　
小
・
中
学
校
統
合
問
題
懇

談
会

統
合
へ
の
自
由
な
意
見
を
聞

く
会
と
し
て
、
教
育
関
係
者
や

議
会
、
自
治
会
、
婦
人
会
、
民

生
委
員
等
の
代
表
で
、
８
月
４

日
　
大
島
地
区
、
５
日
　
久
賀

地
区
、
９
日
　
東
和
地
区
、
10

日
　
橘
地
区
で
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
随
時
開
催
す
る
予

定
で
す
。

２
　
小
・
中
学
校
対
象
の
保
護

者
説
明
会

９
月
12
日
か
ら
、
各
中
学
校

区
８
会
場
に
お
い
て
、
保
護
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
　
小
・
中
学
校
統
合
問
題
推

進
協
議
会

全
町
的
な
立
場
か
ら
教
育
委

員
会
へ
提
言
す
る
た
め
の
会
を

開
催
し
ま
す
。

以
上
の
会
を
受
け
て
、
教
育

委
員
会
と
し
て
成
案
を
決
定
す

る
予
定
で
す
。
な
お
、
議
会
、

地
域
へ
の
報
告
等
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
／

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

蕁
７
８
‐
２
２
０
６

小中学校統合問題保護者説明会（大島文化センター、９月22日）
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平
成
16
年
度
決
算
が
、
９
月
21
日
、
平
成
17
年
第

３
回
周
防
大
島
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

◆一般会計歳入

◆一般会計歳出
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◆特別会計の状況

◆一部事務組合決算の状況

◆町債の状況

◆基金の状況
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施
設
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
、

介
護
保
険
法
が
改
正
と
な
り
、

介
護
保
険
施
設
で
提
供
さ
れ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
、
居
住
費

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
は

滞
在
費
）
と
食
費
を
全
額
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
改
正
は
、
在
宅
の

方
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
が
、
居
住
費

と
食
費
を
全
額
負
担
し
て
い
ま

す
の
で
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
に
対
し
て
も
負
担
が
公
平
と

な
る
よ
う
、
介
護
保
険
適
用
の

対
象
外
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
で
、
所
得
の
低
い
方
に
つ
い

て
は
本
人
負
担
額
の
上
限
を
定

め
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
を
済

ま
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
本
人
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
サ

ー
ビ
ス
（
市
町
村
民
税
世
帯
非

課
税
者
に
限
る
）

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
の
入
所
者

お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

者・
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所

者
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利

用
者

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
入

所
者
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

利
用
者

◎
本
人
負
担
額
が
減
額
さ
れ
な

い
サ
ー
ビ
ス

・
通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

利
用
者
の
食
費

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
利
用
者
の

食
費

■
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課
蕁
７
７
‐
５
５
０
３

ま
た
は
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
の
軽
減
制
度

社
会
福
祉
法
人
等
が
運
営
す
る
施
設
等
で
提
供
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
、
利
用
者
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

で
す
。

１
　
対
象
者
・
・
市
町
村
民
税
世
帯
非
課
税
で
、
次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方

①
年
間
収
入
が
、
単
身
世
帯
で
１
５
０
万
円
以
下
、
世
帯
員
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

②
預
貯
金
等
の
額
が
、
単
身
世
帯
で
３
５
０
万
円
以
下
、
世
帯
員

１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ

と
。

③
日
常
生
活
の
た
め
に
必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得
る
資
産
を

所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

２
　
対
象
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

・
短
期
入
所
生
活
介
護
、
通
所
介
護
、
訪
問
介
護

３
　
負
担
軽
減
の
割
合

・
利
用
者
負
担
額
（
１
割
自
己
負
担
、
食
費
、
居
住
費
ま
た
は
滞

在
費
）
の
４
分
の
１

・
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
、
利
用
者

負
担
額
の
２
分
の
１

４
　
手
続
き

こ
の
軽
減
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
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予防接種法により、山口県内の広域予防接種
機関において高齢者のインフルエンザ予防接種
（１回）を公費負担（一部自己負担）で実施しま
す。対象となる方（65歳以上）は10月下旬に案
内および予診票を個別に通知します。
■対象者／
インフルエンザ予防接種を希望される方で、周
防大島町内に住所があり接種日において次の方
が対象になります。
○65歳以上の方
○60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓また
は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度
に制限される程度の障害を有する方、およびヒ
ト免疫不全ウイルスにより日常生活がほとんど
不可能な程度の免疫の機能の障害を有する方。
（主治医と相談のうえ各保健センターまでご連絡
ください。）
■実施期間／11月１日貂～平成18年２月28日貂
■必要経費／自己負担金１，０５０円　
※生活保護世帯の方は自己負担免除となります。
■問い合わせ／
久賀保健センター蕁７９‐１００６　　
大島保健センター蕁７４‐１０１１
東和保健センター蕁７８‐２２０２　　
橘保健センター　蕁７７‐５５０４

周
防
大
島
町
で
は
、
町
の
す
ぐ

れ
た
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め

必
要
な
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項

を
定
め
、
住
民
の
健
康
で
文
化
的

な
環
境
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、

住
み
よ
い
郷
土
の
実
現
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
周
防
大
島

町
環
境
保
全
基
本
条
例
を
制
定
し

て
い
ま
す
。

町
内
で
次
の
よ
う
な
開
発
行
為

を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
当
該
開

発
行
為
に
着
手
す
る
30
日
前
ま
で

に
開
発
方
針
お
よ
び
開
発
計
画
を

書
面
に
よ
り
町
に
届
出
し
、
開
発

計
画
、
環
境
保
全
に
関
す
る
事
項

等
に
つ
い
て
の
協
定
を
締
結
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■
届
出
が
必
要
な
基
準
／

①
高
さ
が
13
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

建
築
物
そ
の
他
工
作
物
を
建
設
し

よ
う
と
す
る
場
合
。

②
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
団
地
の
造
成
そ
の
他
土
地
の

形
質
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
。

※
常
時
使
用
せ
ず
季
節
的
ま
た
は

週
末
等
の
み
使
用
す
る
住
宅
は
、

右
記
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
届
出

が
必
要
で
す
。

■
届
出
・
問
い
合
わ
せ
／

生
活
衛
生
課
蕁
７
８
‐
１
１
１
３

町内での開発行為は届出が必要です

次の方が新しく民生委員児童委員になりました。
（敬称略）

◆大島地区【住所（担当地区）】
田中　悦子【南一（笠佐・南三・南二・南一）】
◆東和地区【住所（担当地区）】
岡本　良夫【雨振（雨振２区）】
西村　満三【小伊保田（伊保田12区）】
田中キミ子【外入東泊（外入西泊・外入東泊）】
（任期：平成19年11月末まで）

【10月１日付、（ ）内は旧所属】
○蒲野保育所　調理員　吉田紀美江（久美保育所）

町職員の異動

新しい周防大島町民生委員児童委員さん ２００５総合防災訓練ｉｎ周防大島
「守ろう！動こう！助け合おう！」
◆とき／11月６日豸　午前９時～正午
◆ところ／町内４会場
・大島庁舎周辺　・久賀町民グランド周辺
・安下庄中学校周辺　・森野公有地周辺
◆問い合わせ／総務課蕁７４－１０００
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百歳以上の方を訪問

９
月
12
日
、
町
長
と
議
長
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
町
内
の
１

０
０
歳
以
上
の
方
を
訪
問
し
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
今

年
中
に
１
０
０
歳
以
上
に
な
る

方
は
28
名
で
、
そ
の
う
ち
６
名

は
在
宅
で
生
活
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
在
宅
の
中
で
は
最
高
齢
の

中
川
友
多
さ
ん
（
１
０
５
歳
・

日
前
・
写
真
中
央
）
は
、「
耳

は
遠
く
な
っ
た
け
れ
ど
身
体
は

元
気
で
す
。」
と
笑
顔
で
答
え

て
い
ま
し
た
。

各地域で長寿と健康をお祝い ９
月
19
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
町
内
各
地
で
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
14
日
の
橘
総
合
セ

ン
タ
ー
に
は
会
場
い
っ
ぱ
い
の
お
年
よ
り
が
集
ま
り
、

式
典
の
あ
と
は
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

９
月
15
日
に
は
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー
で
式
典
が
行
わ

れ
、
保
育
園
児
の
歌
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
し
た
。

９
月
27
日
、
大
島
商
船
高
等
専

門
学
校
商
船
学
科
の
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
28
名
の
生
徒
は
、

卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
た
あ
と
、

式
典
の
最
後
に
別
れ
の
儀
式

「
登
檣
礼

と
う
し
ょ
う
れ
い

」
で
帽
子
を
高
く
投
げ

て
母
校
と
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

式
の
終
了
後
は
、
卒
業
生
同
士

が
中
庭
の
池
に
飛
び
込
む
の
が
恒

例
行
事
。
５
年
半
の
学
校
生
活
を

共
に
し
た
仲
間
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
で
い
ま
し
た
。

久賀地区敬老会

橘地区敬老会

商
船
学
科
で
卒
業
式
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周
防
大
島
の
子
ど
も
た
ち
が
夏
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
満
喫
し
ま
し
た
。
周
防
大
島
少

年
の
船
・
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
は
８
月
24
日
か

ら
26
日
に
２
泊
３
日
の
日
程
で
開
催
し
、

町
内
の
小
学
６
年
生
44
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
大
島
商
船
高
等
専
門

学
校
の
大
島
丸
に
乗
船
し
、
船
内
研
修
や

船
泊
、
野
外
炊
事
や
陶
芸
教
室
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
そ
し
て
海
上
自
衛
隊
第

一
術
科
学
校
と
宮
島
の
見
学
等
、
様
々
な

体
験
を
し
ま
し
た
。

認
知
症
を
予
防
し
た
り
進
行
を
遅

ら
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
住
み

な
れ
た
地
域
で
生
涯
を
い
き

い
き
と
過
ご
す
た
め
の
健
康

講
演
会
が
、
大
島
文
化
セ
ン

タ
ー
で
９
月
17
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
健
康
劇
「
あ
し

た
天
気
に
な
あ
れ
！
」
で
は
、

健
康
増
進
課
の
職
員
に
よ
る

楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
認
知
症

の
劇
に
、
会
場
か
ら
は
笑
い
と

拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
講
演

で
は
、
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
認
知
症

予
防
対
策
室
客
員
研
究
員
の
釘
宮
由
紀
子

先
生
が
、
認
知
症
の
早
期
発
見
方
法
や
予

防
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

元気な百歳を目指そう

山口国体に向けて

９
月
11
日
、
２
０
０
５
周
防
大
島
町

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会
が
、
周
防
大
島
町

長
浦
ス
ポ
ー
ツ
海
浜
ス
ク
エ
ア
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
２
０
１
１

年
に
開
催
さ
れ
る
山
口
国
体
の
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
競
技
が
周
防
大
島
町
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
の
周
知
と
、
国
体
開
催
へ
の

意
識
高
揚
お
よ
び
競
技
力
の
向
上
を
目

的
と
し
、
山
口
国
体
へ
の
第
１
歩
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
上

は
50
代
か
ら
下
は
小
学
生
４
年
生
ま
で

の
参
加
が
あ
り
、
経
験
者
の
部
は
70

ｍ
・
中
学
生
の
部
は
20
ｍ
・
小
学
生
の

部
は
15
ｍ
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
島
っ
子
の
夏
体
験

この度、周防大島町と大島商
船高等専門学校が産業や教育の
各分野で、お互いに連携協力す
ることを目的とした協定を締結
しました。
今後は、産官学交流や教育研
究活動等に対する参加、支援に
よる活性化が期待されます。
（写真は中本町長と和氣校長）

大島商船高専と連携協定
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募募
集集

宮
本
常
一
調
査
ノ
ー
ト

翻
刻
作
業
体
験
参
加
者
募
集

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宮
本
常
一
の
残
し
た
調
査

ノ
ー
ト
の
内
容
を
翻
刻
す
る
体
験

学
習
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
翻
刻
と
は
、
ノ
ー
ト
な
ど
に

書
か
れ
た
内
容
を
活
字
化
し
て
印

刷
・
出
版
す
る
こ
と
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
体
験

学
習
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
に
宮

本
民
俗
学
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
体
験
内
容
／

宮
本
常
一
の
調
査
ノ
ー
ト
の
内

容
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
。

■
応
募
資
格
／

パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
機
能
を

使
え
て
、
宮
本
民
俗
学
に
関
心
の

あ
る
方
な
ら
、
町
内
外
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
体

験
学
習
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
入
力

し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
『
宮
本
常

一
農
漁
村
採
訪
録
』
シ
リ
ー
ズ
を

刊
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

■
実
施
日
／
随
時

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
／

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

蕁
０
８
２
０
（
７
８
）
２
５
１
４

平
成
17
年
度
火
災
予
防
作
品

（
防
火
標
語
の
部
）
募
集

高
齢
者
が
火
災
に
よ
り
多
数
亡

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
の
方
々
の
豊
富
な
人
生
経
験
と

知
識
を
生
か
し
た
火
災
予
防
思
想

の
普
及
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
を

対
象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格
／

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
管
内

に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
方

■
作
品
（
防
火
標
語
）
／

住
宅
防
火
、
放
火
火
災
防
止
に

関
す
る
も
の
、
そ
の
他
火
災
予
防

に
関
す
る
標
語
。
た
だ
し
、
山
火

事
予
防
に
関
す
る
も
の
は
除
く
。

作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

で
、
一
人
一
点
と
す
る
。

■
応
募
方
法
／

官
製
は
が
き
に
標
語
１
点
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、

〒
７
４
２
‐
０
０
３
１

柳
井
市
南
町
５
丁
目
４
番
１
号

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

予
防
課
指
導
係

■
応
募
締
切
／

12
月
９
日
貊
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ
／

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合

予
防
課
指
導
係

蕁
０
８
２
０
（
２
３
）
７
７
７
４

山
口
県
看
護
師
等
就
業
協
力

員
第
４
回
茶
話
会
と
講
習
会

看
護
仲
間
と
話
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ナ
ー
ス
の
資
格
を
眠
ら
せ
て

い
る
方
や
、
ナ
ー
ス
を
目
指
し
て

い
る
方
も
ど
う
ぞ
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。

■
日
時
／
10
月
22
日
貍

午
後
２
時
〜
３
時

■
場
所
／

柳
井
准
看
護
学
院
第
２
教
室

■
内
容
／

テ
ー
マ
「
や
ま
ぐ
ち
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

看
護
職
と
看
護
職
を
目
指
す
学

生
お
よ
び
看
護
職
を
採
用
す
る
求

人
施
設
の
た
め
に
情
報
を
提
供
し

て
い
る
「
や
ま
ぐ
ち
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
」
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／

岩
崎
貴
己
子
（
光
輝
病
院
）

蕁
０
８
２
０
（
５
８
）
１
１
１
１

宮
重
秀
子
（
在
宅
看
護
師
）

蕁
０
８
２
０
（
２
２
）
０
４
０
９

田
木
民
子
（
在
宅
看
護
師
）

蕁
０
８
２
０
（
５
２
）
５
２
９
２

平成１７年秋季全国火災予防運動
１１月９日（水）から１５日（火）

「あなたです　火のあるくらしの　見はり役 」
（１）住宅防火対策の推進
（２）放火火災・連続放火火災予防対策の推進
（３）震災時における出火防止対策等の推進

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策－

３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器等を設置する。
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
制をつくる。
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特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
11
月
７
日
豺

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
所
／
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／

法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

福
祉
課
蕁
７
７
‐
５
５
０
５

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
（
耳

鼻
咽
喉
科
）
開
催

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
（
耳
鼻

咽
喉
科
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

補
装
具
（
補
聴
器
等
）
の
要
否

判
定
や
、
使
用
・
装
着
に
つ
い
て

の
相
談
、
事
故
や
病
気
で
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
へ
の
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
や
等
級
変
更
の
た
め

の
診
察
等
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
日
／
10
月
28
日
貊

■
会
場
／
日
良
居
公
民
館

■
診
察
科
目
／
耳
鼻
咽
喉
科

■
相
談
時
間
／

・
受
付
　

午
後
12
時
30
分
〜
１
時
30
分

・
診
察
　
午
後
１
時
30
分
〜

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

蕁
７
７
‐
５
５
０
５

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相
談
日

の
開
設

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ

ー
行
為
と
い
っ
た
、
女
性
を
め
ぐ

る
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
た
助
言
と
相
談
を
行
い
ま

す
。

■
日
時
／
11
月
20
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
相
談
電
話
番
号
／

蕁
０
８
３
（
９
２
０
）
１
３
１
１

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

蕁
０
８
３
（
９
２
０
）
１
３
１
１

巡
回
ふ
れ
あ
い
教
育
相
談

こ
の
ご
ろ
気
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
「
学
校
に
行
け
な

い
、
行
か
な
い
」「
な
ん
だ
か
近

ご
ろ
元
気
が
な
い
」「
友
人
関
係

が
う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど
で
お

悩
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
子

さ
ま
の
教
育
に
か
か
わ
っ
て
の
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
実
施
期
日
・
場
所
／

11
月
15
日
貂
　

相相
談談

田
布
施
町
中
央
公
民
館

11
月
16
日
貉

平
生
町
中
央
公
民
館

11
月
17
日
貅

山
口
県
柳
井
総
合
庁
舎

■
相
談
時
間
／

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

■
申
し
込
み
方
法
／

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
相
談
日
時
、
会
場
を
後

日
連
絡
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

柳
井
教
育
事
務
所

蕁
０
８
２
０
（
２
３
）
３
３
８
１

東和・内入、元正寺墓地に慶長九年塔
（１６０４年、村上武吉公）、その背後に
慶長十二年塔（武吉夫人）が建っている。
村上氏は今治沖の島々で活躍した水軍の
家であった。それが武吉の時、毛利氏に
味方し厳島合戦に大勝してから、大きく
勢力を伸ばした。ところが関ケ原の戦い
の時、武吉の子元吉が三津浜で戦死し、
周防大島に渡ってきた。村上武吉は慶長
６年（１６０１年）和田に住みつき、３
年後この世を去った。その墓と婦人の墓
がこれらの宝篋印塔である。町内では最
大で最も美しいと言われている。

村上武吉公の宝篋印塔
（町指定）

◎戸田青空市
戸田（12日のみ。午前５時30分～11時30分）
◎文珠の里フェスタ
東三蒲（ＪＡ山口大島三蒲支所）
◎潮風フェスタ４３７
久賀港横（ＪＡ山口大島本所前）
◎おれんじの里フェスタ
土居（日良居中学校体育館前）
◎うみの幸・やまの幸フェスタ
長崎（道の駅サザンセトとうわ）
◆問い合わせ／農林課蕁７９‐１００２

◆とき／11月12日貍・13日豸
午前９時から午後３時まで
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おお
知知
らら
せせ

海
技
免
状
更
新
講
習

■
日
時
／
10
月
30
日
豸

受
付
　
午
後
12
時
30
分

開
始
　
午
後
１
時
30
分

■
場
所
／
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

催催
しし

※
該
当
者
・
持
参
品
等
詳
し
く
は

中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

譖
中
国
船
舶
職
員
養
成
協
会

蕁
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

11
月
９
日
か
ら
15
日
は
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
で
す

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日
で

す
。
１
１
９
番
へ
の
通
報
は
落
ち

着
い
て
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
の
起
こ
り
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

※
11
月
９
日
貉
午
前
７
時
に
は
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

プ
レ
国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ

ち
２
０
０
６
ア
イ
ラ
ン
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ス
ロ
ー
な

文
化
」
を
体
感
＆
実
践
！

■
日
時
／
11
月
20
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
（
メ
イ
ン
会
場
）
／

周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／

①
周
防
大
島
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ

②
収
穫
・
工
作
・
料
理
体
験

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

■
参
加
資
格
・
募
集
人
数
／

町
内
外
、
小
学
生
以
上

定
員
50
人

■
参
加
費
／
１
０
０
０
円

（
小
学
生
５
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ
／
教
育
委
員
会

蕁
７
８
‐
２
２
０
５

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
の

日
」
制
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

今
年
度
創
設
し
た
「
や
ま
ぐ
ち

森
林
づ
く
り
の
日
」（
10
月
の
最

終
日
曜
日
）
に
、
森
林
の
大
切
さ

や
森
林
整
備
の
必
要
性
、
や
ま
ぐ

ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
の
役
割
な

ど
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
頂

く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

■
開
催
日
時
／
10
月
30
日
豸

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
開
催
場
所
／

下
関
市
「
深
坂
自
然
の
森
」

■
行
事
内
容
／

森
林
の
大
切
さ
な
ど
を
楽
し
く

学
ぶ
森
林
教
室
、
竹
と
ん
ぼ
づ
く

り
や
竹
馬
づ
く
り
な
ど
の
懐
か
し

い
木
・
竹
を
使
っ
た
親
子
工
作
教

室
、
森
の
食
彩
、
間
伐
の
体
験
や

展
示
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
森
林

づ
く
り
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
参
加
方
法
／

当
日
は
下
関
北
運
動
公
園
（
下

関
球
場
）
を
駐
車
場
と
し
、
会
場

ま
で
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。（
運
行
開
始：

９
時
30
分
）

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
農
林
部
林
政
課
普
及
班

蕁
０
８
３
（
９
３
３
）
３
４
６
０

平
成
17
年
度

山
口
県
大
島
柑
き
つ
試
験
場

試
験
成
績
検
討
会

■
日
時
／
10
月
20
日
貅

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
／
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／

・
テ
ー
マ

「
カ
ン
キ
ツ
研
究
の
今
」

○
栽
培
試
験
の
概
要

○
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
（
せ
と
み
）
の
栽

培
方
法
お
よ
び
試
験
中
の
品
種

○
マ
シ
ン
油
の
上
手
な
使
い
方

○
病
害
試
験
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

・
ウ
イ
ロ
イ
ド
対
策
〜

見
え
な
い
敵
と
の
戦
い

・
微
生
物
農
薬
の
利
用
技
術

・
盛
夏
期
の
ボ
ル
ド
ー
散
布
は
可

能
か

○
ほ
場
説
明
（
柑
試
４
号
ほ
場
）

・
交
互
結
実
栽
培
お
よ
び
シ
ー
ト

マ
ル
チ
栽
培

・
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
利
用
し
た
成
木

移
植
の
実
演

・
山
口
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ン
キ
ツ

※
当
日
の
昼
食
と
し
て
弁
当
を
斡

旋
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（
生
産
者
の
方
は
農
協
の
支

所
へ
。）

■
問
い
合
わ
せ
／

山
口
県
大
島
柑
き
つ
試
験
場

蕁
７
７
‐
１
０
１
９

大
島
ふ
る
さ
と
文
化
祭
＆
商

船
祭

■
日
時
／
11
月
３
日
貅
文
化
の
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

花
火
　
午
後
７
時

■
場
所
／

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
　

■
内
容
／

○
生
涯
学
習
展
○
園
児
・
児
童
・

生
徒
作
品
展
○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
○
食
べ
歩
き
コ
ー
ナ
ー
○
商
船

実
験
室
公
開
○
保
育
園
、
小
学
校

演
奏
○
大
島
丸
体
験
航
海
○
商
船

手
旗
踊
・
神
輿
○
花
火
○
ミ
ス
タ

ー
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
、
ミ
ス
ダ
ン
デ

ィ
ー
○
カ
ラ
オ
ケ
大
会
○
早
飲
み

大
会
○
ラ
イ
ブ
○
国
民
文
化
祭
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
　
他

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

蕁
７
４
‐
５
３
０
０
　

道の駅サザンセトとうわ
10周年記念大創業祭

道の駅がオープンして10周年になります。
これを記念してさまざまなイベントを企画し
ています。皆様多数ご来場ください。
◆日時／10月30日豸　午前10時～午後6時
○販売
大島みかん、鮮魚、新鮮野菜、島および山口
県の特産品
○お食事
10周年記念特別ランチ、大島みかんソフトク
リーム、島のお食事処弁当
○イベント
地産地消フェア、ちびっこ宝さがし、福引き、
マウンテンマウスライブ
◆問い合わせ／道の駅サザンセトとうわ
蕁０８２０（７８）００３３
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周
防
大
島
町
保
健
師
　

木
　
下
　
光
　
子

（
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー
）

す
っ
か
り
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
食
欲

の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
と
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
す
か
？
秋

の
夜
長
、
読
書
の
秋
を
楽
し
み
、
少
し
夜
更
か

し
し
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

し
か
し
、
睡
眠
不
足
は
身
体
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
。眠
る
こ
と
は
脳
や
神
経
を
休
養
さ
せ
、

健
康
を
維
持
す
る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
す
。

快
適
な
睡
眠
の
た
め
の
７
か
条

１
快
適
な
睡
眠
で
い
き
い
き
健
康
生
活

睡
眠
に
は
疲
労
を
回
復
し
、
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

２
睡
眠
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
日
中
元
気
は
つ
ら
つ

が
快
適
な
睡
眠
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

睡
眠
時
間
、
睡
眠
パ
タ
ー
ン
な
ど
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
。
日
中
し
っ
か
り
目
覚
め
て
過
ご

せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

３
快
適
な
睡
眠
は
、
自
ら
創
り
出
す

夕
食
後
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
や
寝
酒
は
避

け
、
不
快
な
音
や
光
を
防
ぐ
快
適
な
環
境
づ
く

り
や
自
分
に
あ
っ
た
寝
具
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

４
眠
る
前
に
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
。
眠

ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
頭
を
さ
え
さ
せ
る

軽
い
読
書
、
音
楽
、
香
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
心
身
と
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

５
目
が
さ
め
た
ら
光
を
取
り
入
れ
て
、
体
内
時

計
を
ス
イ
ッ
チ
オ
ン

ヒ
ト
は
、
生
体
リ
ズ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
体
内
時
計
が
あ
り
ま
す
。
日
光
は
、
眼
を
通

じ
て
体
内
時
計
を
刺
激
し
、
１
日
の
行
動
に
適

し
た
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
ま
す
。

６
午
後
の
眠
気
を
や
り
す
ご
す

人
体
の
睡
眠
リ
ズ
ム
と
し
て
、
午
後
２
時
く

ら
い
に
眠
気
が
生
じ
ま
す
。
長
い
昼
寝
や
夕
方

以
降
の
昼
寝
は
夜
の
睡
眠
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
多
い
た
め
、
午
後
３
時
前
後
の
20
分
〜

30
分
の
短
い
昼
寝
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

う
。

７
睡
眠
障
害
は
、
専
門
家
に
相
談

睡
眠
障
害
（
寝
付
け
な

い
、
熟
睡
感
が
な
い
、
充

分
眠
っ
て
も
日
中
眠
気
が

強
い
）
は
身
体
や
、
心
の

病
気
の
症
状
と
し
て
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
専

門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

旧
大
島
町
出
身
者
で
組
織
し
て
い
る
、
近
畿
大
島
会
（
旧
近
畿

大
島
町
人
会
）
の
「
第
18
回
総
会
・
懇
親
会
」
が
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
近
畿
在
住
の
旧
大
島
町
出
身
者
で
、
参
加
ご
希
望

の
方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
と
き
／
11
月
13
日
豸
　
正
午
〜
午
後
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ
／
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
大
阪
（
大
阪
市
梅
田
）

◆
問
い
合
わ
せ
／

〒
５
７
２
‐
０
０
０
８
　
寝
屋
川
市
菅
相
塚
町
４
‐
７

絵
堂
明
生
さ
ん
蕁
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
（
８
３
３
）
９
１
８
５

近
畿
大
島
会
総
会
の
ご
案
内

◆開催日・場所／11月19日貍　大島文化センター（入場無料）
10:00～10:40 子ども人形劇講座（人形劇団かかか）

※要予約蕁74-3800大島図書館まで（締め切り10月末）
10:45～11:30 おはなし会（小学生向け）
12:30～14:00 小田先生の「まつぼっくりでタヌキをつくろう！」
13:00～14:00 おはなし会（乳幼児向け）
14:30～15:20 人形劇団かかか公演（研修室１・２）

「空を飛びたいガーコちゃん」
・映画上映「ハリーポッターとアズカバンの囚人」字幕版
上映開始時間　１回目10:00～　　２回目15:30～　
9:30～　古本市（子供の本購入のための募金箱を設置します。）

大島田舎美術館寄贈名作特別展のお知らせ
寄贈された美術作品をご覧ください。
◆日時／10月22日貍～30日豸午前９時～午後４時（入館無料）
◆問い合わせ／大島教育支所蕁７４－５３００
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氏名　佐
さ

伯
えき

俊
とし

宏
ひろ

職名　周防大島町立東和病院　外科
☆東和病院に赴任して約２年になります。外傷
を含めた一般外科と消化器（食道、胃十二指腸、
大腸、肛門、肝臓、胆のう、すい臓など）外科
を主として担当し、また消化器内科と麻酔も併任
することがあります。創傷熱傷治療、外科手術、抗
癌剤治療をできるだけ体に負担をかけないような医療を日々心
掛けて診療しています。よろしくお願いします。

山口県最低賃金が
改正されました

１時間　６４２円
効力発生の日

平成17年10月１日

※平成14年度から時
間額表示のみとなり
ました。

今月の納税 町県民税第３期分　　国民健康保険税第４期分
納期限　１０月３１日豺　詳細は税務課へ蕁７４ー１００８
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
敬
称
略
）

■
周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
へ
寄

付
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備
の
た
め
の
器

材
と
工
事
費
）

外
入
　
　
　
　
　
　
川
口
　
茂
治

■
周
防
大
島
町
へ
寄
付

久
賀
　
　
　
　
　
　
墨
川
　
　
昇

「ご存じですか？ハートラインやまぐち」
～広げよう！　被害者支援の輪～

被害者支援センター「ハートラインやまぐち」は、
平成12年10月に設立、以来、被害者支援を専門に行
う民間ボランティア団体として、被害者等からの相
談対応、被害者支援意識の醸成のための講演会の開
催など幅広い被害者支援活動を展開しています。
また、山口県被害者支援連絡協議会（会長：山口

県警察本部長）にも参画し、関係機関と連携した活
動も推進しています。
「ハートラインやまぐち」
◆相談電話番号／蕁０８３（９７４）５１１５
◆相談受付／毎週火曜日　午前10時～午後１時

毎週木曜日　午後６時～９時
（祝祭日、年末年始を除く）

警察などの公的機関には、相談しにくいと思って
いる方などに、「ひとりで抱え込まないで…、相談
は無料です。相談内容は絶対に外には漏れません。
匿名の相談でもかまいません。」と積極的な相談を
呼びかけています。
また、会員、賛助会員も募集しています。
新規会員に対する専門的研修を実施して、ボラン

ティア相談員の育成にも努めています。
「ハートラインやまぐち」についてのお問い合わ

せは、大島警察署（蕁７２－０１１０）まで

PDF版については、このコーナーは掲載しておりませんのでご了承ください。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課
蕁
０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷
譌

秋
あき

元
もと

美
み

都
づ

姫
き

ちゃん
平成16年10月4日生まれ
（東和・外入宮下）

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。

石
いし

原
はら

真
まこ

人
と

くん
平成16年10月6日生まれ

（橘・真宮）

西
にし

本
もと

和
わ

叶
かな

ちゃん
平成16年10月7日生まれ
（大島・久保）

撰
せん

田
だ

一
かず

葉
は

ちゃん
平成16年10月28日生まれ

（大島・砂堀）

（１０月１日現在）
人　口　21,973人（65人減）
男 9,919人
女　12,054人

世帯数　10,978戸（29戸減）

国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
２
０

０
６
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
ア
イ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
フ
ラ
の
祭
典
〜
」
が
９
月
23

日
、
片
添
ケ
浜
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
色
鮮
や
か
な
衣
装
と
花

飾
り
を
つ
け
た
フ
ラ
の
愛
好
者

は
、
教
室
で
の
練
習
の
成
果
を

優
雅
な
踊
り
で
披
露
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
室
内
で
踊
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

海
辺
の
青
空
の
下
で
踊
る
の
は

気
持
ち
が
い
い
で
す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

久
く

保
ぼ

愛
あい

斗
と

くん
平成16年10月15日生まれ
（東和・和田庄西）

松
まつ

本
もと

こころちゃん
平成16年10月30日生まれ
（東和・伊保田５区）


